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石斧石材の調査にあたっては中村由克氏から玄武岩質の溶岩や凝灰岩をもととする「相模湖層群の緑色岩」についてご教示をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 対象遺跡と石材調査地点           図 2 石斧の石質分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 緑色凝灰岩製石斧の原産地、製作遺跡、消費遺跡  図4 緑色岩製石斧の原産地、製作遺跡、消費遺跡 
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下河原崎谷中台遺跡の角錐状石器を伴う石器群について  
公益財団法人茨城県教育財団  

天野 早苗 

 

はじめに 

下河原崎谷中台遺跡は、茨城県つくば市の南西部に位置する旧石器時代から江戸時代にかけての複

合遺跡である。つくば市域を流れる西谷田川とその支流に挟まれた標高 23ｍほどの台地縁辺部に立地

しており、平成 17・18・30・令和２年度の４次にわたって調査が行われた。筆者は平成 30・令和２

年度の調査成果について整理作業を行い、報告書を刊行した（天野 2025）。今回は整理作業を行った

結果と角錐状石器について若干の考察を述べたい。 
 
1 下河原崎谷中台遺跡の石器群について 

石器集中地点は全部で９か所が確認されており、ナイフ形石器 61 点、角錐状石器 22 点、掻器 51
点、円形掻器５点、削器６点、石錐２点、楔形石器４点など、総点数 3,862 点が出土している。また

集中地点内からは礫群６か所と焼土集中地点１か所も確認されている。編年的には、出土層位と角錐

状石器を伴うことから、武蔵野編年Ⅴ～Ⅳ層下部段階、下総編年のⅡb 期に該当する。県内のローム

層堆積状況の特性から、出土層位から石器群の時期細分が難しいという問題がある。そこで今回は、

出土石器の中で角錐状石器の形態について先行研究の形態分類や分析結果に当てはめ、検討を行った。 

 
2 出土角錐状石器について  

出土した 22 点の内、完形品 14 点を対象に分析を行った。角錐状石器の石材は、黒曜石６点、ガラ

ス質黒色デイサイト５点、瑪瑙１点、ガラス質黒色安山岩１点、頁岩１点である。関東の角錐状石器

の形態的特徴の変化については亀田直美氏により示され（亀田 1996、2011）、伊藤健氏はⅤ・Ⅳ層下

部段階の下層（第４a 群）と上層（第４b_k 群）で分類し、変遷を示している（伊藤 2025）。これらの

先行研究を基に、今回は長さ・幅・厚さ、狩猟法の想定に用いられる TCSA（Tip cross-section area）、

TCSP（Tip cross-section perimeter）（佐野ほか 2012・2013）について分析し、図 1 に示した。TCSA
と TCSP については、佐野ほか 2012 を参考に民族事例の刺突具の範囲をトーンで示した。長さの計

測値（図１-Ａ）では中央値が 5.6 ㎝、平均値は 5.9 ㎝で、伊藤氏の示したチャートと比較すると第４

a 群に見られる傾向とほぼ一致する。長幅比（図１-B）のピークは 2.1～3.0、4.1～4.5 ㎝にあり、こ

れは全体的に数値が大きくなっているが、第４a 群の傾向に近い。形態分類について、長さ・幅・厚

さの相関図（図１-C・D）に傾向が反映されるのか検討したが、厚さ・幅には一定の相関性が見られ

たものの、長さ・幅には斉一性が認められず、相関図からの形態分類は難しいという結果となった。

このことから、今回は亀田氏の形態分類のＡ類・Ｂ1 類・Ｂ2 類を用いて分類を行い、TCSA・TCSP
箱ひげ図（図 1-E・F）の分布を示した。B２類は１点のみであったことから除外している。分布図は、

刺突具に適する値であった。また、亀田氏の形態変遷と角錐状石器の特徴を照合すると、変遷の第Ⅱ

期に該当するものと考えられ、伊藤氏の第４a 群の傾向に近いことも含め、これらのことから、下河

原崎谷中台遺跡の角錐状石器はⅤ層～Ⅳ層下部段階の下層段階に位置付けられる可能性が高い。  
 

3 石器石材について 

石器石材については、近傍の石材を使用するのではなく、栃木県や長野県の黒曜石、東北・栃木県 
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       A                   B                             C 

            D               E              F 

図１ 下河原崎谷中台遺跡出土角錐状石器分析図 

と考えられる頁岩、栃木及び県北産出のガラス質黒色安山岩、県北産出の瑪瑙・ガラス質デイサイト

（トロトロ石）などが遺跡に持ち込まれ石器製作が行われている。石材産地については今後詳しく分

析する必要があるため、課題である。  
 

おわりに 

今回は下河原崎谷中台遺跡の石器群と角錐状石器について若干の検討結果を示した。今後は他の器

種、石材の分析も行い、総合的に石器群の検討を行っていきたい。今回、分析方法などについて伊藤

健氏には多くの助言を賜りましたことお礼申し上げます。また、最後になりますが、鬼籍に入られた

窪田恵一氏には整理作業時に多大なる助言を賜りました。この場を借りて厚くお礼申し上げます。  
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ハンマーストーンの分析による石器製作技術と動作  
－東日本の後期旧石器時代前半期石器群の諸事例から－  

東北大学大学院  
金 彦中 

 

はじめに 

 これまでの石器製作技術の同定や復元研究は、石器表面に残された製作痕跡を観察することで石器

を製作する際に用いられた剝離具や剝離方法を同定したものである。一方、剝離具であるハンマーに

どのような痕跡が残されているのかを分析した研究は未だ少ない。本研究は、東日本における後期旧

石器時代前半期石器群ハンマーストーンを対象に、表面に残された製作痕跡に基づいてどのような技

術と工程を経て石器が作られたのか分析した。この分析によってハンマーストーンにみられる石器製

作痕跡と動作を結ぶ基礎的データを提示した。 

そのため、東日本に分布する後期旧石器時代前半期石器群を石器群内作業内容によって大きくグル

ープⅠ：小口面型石刃技法と基部加工尖頭形石器群、グループⅡ：周縁型石刃技法と背部加工尖頭形

石器群、グループⅢ：台形様石器群、グループⅣ：打製・刃部磨製石斧を伴う石器群の 4 つのグルー

プにわけ、総数 22 遺跡の計 52 点の資料をもとに、ハンマーストーンの形状と製作痕跡の詳細な分析

を実施した。 

 

1 分析対象と方法 

分析では、①作業内容が異なる前半期遺跡においてどの形状のハンマーストーンが好まれて用いら

れるのか形態計測を行い、②肉眼認識できる低倍率観察によりハンマーストーンの表面に残っている

マクロな石器製作痕跡の識別を行った。 

まず①、ハンマーストーンの形態的計測は、礫の最大長を A・直交する幅を B・その厚さを C として

その径の比を算出した。径の比率とその範囲は X=C/B、Y=B/A で、0〈X・Y〈１のようになる。また、

X 軸 Y 軸それぞれの 1/3 地点及び 2/3 地点の軸を分類の境界として礫形状をアルファベット順で 9 段

階（A から I まで）に区分した。 

そして、②ハンマーストーンの痕跡は Cuartero と Bourguignon が提示したマクロな石器製作痕跡

（Cuartero and Bourguignon 2022）を参考に分析を行った。特に、線状傷の蓄積による痕跡は、磨耗

痕（痕跡 a）、縞線状痕（痕跡 b）、線状打撃痕（痕跡 c）が該当し、割れ円錐（コーン）の蓄積による

痕跡は、コーン状打痕（痕跡 d）、アバタ状打痕（痕跡 e）、うろこ状欠損（痕跡ｆ）、全体的破損（痕

跡ｇ）が該当する。 

 

2 分析結果と考察 

分析の結果、ハンマーストーンの形状が共伴する石器群ごとに異なるものの、その中でもグループ

Ⅱ(周縁型石刃技法と背部加工尖頭形石器群)では球状から棒状のかたちをしている B・C・D・E・F タ

イプのかなり広い範囲の礫をハンマーストーンとして採用しつつ、ハンマーの端部を中心に縞線状痕

（痕跡 b）が確認できた。この縞線状痕（痕跡 b）の形成要因としては、ハンマーストーンの長軸に合

わせて上下に反復運動を行うことにより発生したとみられる。その中でも筆者が念頭に置いているの

が背部加工尖頭形石器を製作するため石刃や剥片にブランティング（Blunting）といった二次加工を

施すために使う二次加工具（リタッチャー）の可能性である（図 1 のＡを参照）。 
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また、グループⅢとⅣ(台形様石器群と打製・刃部磨製石斧を伴う石器群)においては E・F・H タイ

プの棒状礫がハンマーストーンとして採用され、線状打撃痕（痕跡 c）が顕著に確認できた。恐らく、

剥離する対象物と打撃したハンマーストーンが直交する向きで、かつ上から垂直に打ち当てられた際

に剥離物との接触により発生したと考えられる。また、一般的な剥片剝離とは異なり一定の打面を持

たない剝離物であると考えられる（図 1 のＢを参照）。この痕跡は台形様石器群と打製・刃部磨製石斧

の組成を持つ遺跡の資料以外には確認できなかった。 

この結果から後期旧石器時代前半期の石器製作技術は主目的の石器を製作するためその身振りに適

切なハンマーストーンを選択し、それに合った動作をするための「技術選択」を行っていることが示

唆される。しかし、前半期における石器製作技術研究には未だ体系的に行われていない状態である。

そのため、遺物の観察から製作実験による定性的かつ定量的なデータを蓄積する必要があろう。 

 

 

図 1 ハンマーストーンに残された石器製作痕跡と推定される動作 

（金 2025 より一部編集） 
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叺原遺跡の再整理作業－その手順と成果－  
1)埼玉県教育局、2)川口市教育委員会  

尾崎 沙羅 1)、小林 竜太 2) 
 

はじめに  
本論の目的は、叺原遺跡に係る再整理作業の手順と、現在までの成果を示すことである。叺原遺跡

は、1982 年から発掘調査が行われ、1985 年に調査報告書が刊行された。既刊報告書は、当時の資料

報告の水準には十分に達していたものの、今日的な視点に立つと、その記載内容等に補足可能な情報

が認められる。そのため、現在までの研究の成果や、デジタル技術の進展をふまえて再整理作業を行

うことで、より実用的な基礎データの提供を目指す。 
 
1 叺原遺跡における再整理作業の目的とその意義  

叺原遺跡は、大宮台地南端部に立地する。川口市遺跡調査会によって、1982 年 10 月から 1983 年

9 月まで、約 25,000 ㎡の範囲における発掘調査が行われた。その結果、旧石器時代、縄文時代、平安

時代の遺物、遺構が確認され、1985 年に発掘調査報告書(先土器・縄文時代編)(吉田(編)1985)が、1987
年に各時期の分析を記した「考察編」(吉田(編)1987)が刊行された。旧石器時代の石器は総計 2,115 点

出土し、また遺物集中部は 10 箇所(ユニットⅠ～Ⅹ)検出された。このうちユニットⅠ～Ⅷ、Ⅹは二側

縁加工および部分加工が施されたナイフ形石器を伴う石器群であり、ユニットⅨは尖頭器を中心とす

る石器群である。また、利用石材は、頁岩、硬質頁岩、チャートが全体の 80％以上を占める。なお、

出土層位はソフトローム層上面よりハードローム層上面とされ、なかでもソフトローム層中位に分布

が集中すると報告された(吉田(編)1985)。 
本遺跡は、主にナイフ形石器の技術的、形態的特徴などから、いわゆる「砂川期」(田中 1979)に比

定されてきた(吉田(編)1987、西井 2002 など)。当該期における大宮台地の遺跡は約 10 箇所とされ、

そのなかでも本遺跡の遺物出土点数は最多であり、石器集中部の数も最大規模である(西井 2002)。ま

た、大宮台地においては希少な尖頭器を伴う石器群(ユニットⅨ)が確認されており、ナイフ形石器と

尖頭器との共伴関係に関する分析や(西井 2002)、尖頭器と石材利用の関係から集団の領域を検証する

研究(国武 2000)などにおいても、有用な検討対象遺跡として扱われてきた。 
このように、本遺跡は大宮台地における砂川期の基礎資料であり、また当該期における多様な研究

に不可欠な遺跡と評価される。しかしながら、既刊報告書における石器の平面・垂直分布図、接合関

係、母岩別分類などは、概略図の提示と概要の説明のみに留まっている。くわえて、砂川期は、石器

群の識別において石器製作の技術基盤が特に重要であると論じられるが(諏訪間・堤 1985)、その技術

的特徴を理解する際に注目すべき石核や剥片などの実測図も未掲載である。そのため、以上の点を補

うことで、当該期における石器製作技術の復元研究や、また遺跡における空間分析などの研究に大き

く寄与すると考える。  
 
2 再整理作業の手順  

本再整理作業の流れは、モデルフロー(図 1)の通りである。最初に、石器の出土位置情報の地理情報

システム(GIS)化を行った。具体的には、国土地理院の基盤地図情報(数値標高モデル DEM5A)と川口

市都市計画図(1/2,500 デジタル版)を用いて、地理空間情報の土台となる地形図を QGIS にて作成し

た。そのうえで、上記 2 つの基盤地図と、発掘調査報告書(吉田(編)1985)の「第 8 図遺跡全体図」(p.15)
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と「第 9 図先土器時代の発掘調査区」(p.17)とを照合し、道路や家屋などの不動点を重ね合わせるこ

とにより、従前の遺物分布図に地点情報を付与した。その結果、調査当時におけるグリッド基点の座

標情報が明らかとなった。 
他方で、実際の遺物の位置情報については、まず当時の第二原図を元に、グリッド基点から出土地

点の距離、および標高(T.P.)を計測した。そのうえで、上述の作業により判明したグリッド基点の座標

情報から各遺物の出土座標を計算し、基盤地形図に反映させ、GIS データとしてまとめた。  
 遺物の再整理作業については、図 1 下段の手順で行った。最初に、注記内容であるグリッド単位の

番号(例 BK-11-1)を基本として、旧遺物台帳に掲載されていた器種、計測数値、石材等の情報を精査

のうえデータ化し、新遺物台帳とした。次に、グリッド単位で保管されていた石器を母岩別に分類し、

接合作業を試みた。そして、母岩分類と接合作業の一定程度のまとまりを得たところで、未掲載資料

の実測、および報告書掲載資料の再実測を進めている。  
 
3 現在までの成果と今後の展望  
 上記の手法により、石器の母岩別分類、接合作業、図化などが進行している。また、現在のところ、

GIS データに関しては、叺原遺跡における石器の出土位置情報の入力に留まっているが、今後はその

詳細情報(器種、サイズ、石材、母岩分類情報等)を空間情報に紐づけていく。さらに将来的には、叺原

遺跡を橋頭堡として、他遺跡における石器の空間情報、およびそれらに連なる遺物の属性を統合する。

それにより、同一地形図上において複数遺跡の石器分布等を閲覧することができ、これまでと異なる

視点で空間分析などを行えると見込まれる。このように、大宮台地における石器の位置情報を基準と

した統合データを構築し、新たな研究の基盤とすることを今後の展望としたい。  
 

 

 

図 1 再整理作業 モデルフロー 
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相模野台地における男女倉型有樋尖頭器の衝撃剝離痕跡  
大正大学大学院  

野口 智輝  
 

はじめに 

有樋尖頭器はこれまで、製作技術や編年的な位置づけなどの研究が試みられてきた。一方で機能研

究に着目すると、有樋尖頭器、あるいは有樋尖頭器を伴う石器群に使用痕跡分析を行った例は少ない。

そこで、相模野台地の男女倉型有樋尖頭器の衝撃剝離痕跡の分析を行い、有樋尖頭器の機能について

考察する。 

 

1 方法と対象遺跡 

衝撃剥離痕跡は、石器が狩猟具として用いられた際に骨などとの接触によって生じるマクロな痕跡

である。衝撃剝離痕跡は、肉眼で観察が可能であり、微小光沢面の分析のように表面の風化や石材に

よる影響をほとんど受けないため、広範な時期・地域の多量の資料について刺突具としての使用の可

能性を検討できる（山田 2008）。こうした特徴を考慮して本発表では、自身で行った尖頭器での実験

と先行研究（御堂島 1992、Sano2009）を参考に、衝撃剝離痕跡の分析を行う。佐野（Sano2009 ）の示

した、指標的衝撃剥離痕跡（以下 DIF）は、狩猟時にのみ排他的に生じる衝撃剥離である（佐野 2011）。

ただし、橋詰（2012）はナイフ形石器を対象とした DIF を尖頭器に導入するには注意が必要であると

している。こうした視点を参考に、今回の分析では尖頭器製作中に頻繁に生じる折れについては、そ

の他の痕跡を伴わず、折れのみが単独で生じているものについては衝撃剝離痕跡から除外する。 

対象とした遺跡・点数は、神奈川県の相模野台地に位置する（図 1）、相模原市の下森鹿島遺跡第Ⅱ

文化層（下森鹿島遺跡発掘調査団 1993）4 点、中村遺跡第Ⅴ文化層（中村遺跡発掘調査団 1987）1 点、

山王平遺跡（玉川文化財研究所 2021）1 点、横山 5 丁目遺跡（横山 5 丁目遺跡発掘調査団 1997）1 点、

大和市の深見諏訪山遺跡（大和市教育委員会 1983）3 点、上草柳遺跡群大和配水池内遺跡第Ⅳ・Ⅴ・

Ⅵ文化層（大和市遺跡発掘調査団 2008）15 点の 7 遺跡から出土した計 25 点の有樋尖頭器である。 

これらの石器群は、砂川期～ナイフ形石器終末期の範囲に収まる。 

 

2 観察結果 

観察の結果、下森鹿島遺跡で 1 点、上草柳遺跡群大和配水池内遺跡第Ⅵ文化層で 3 点に衝撃剝離痕

跡を確認した（表 1）。下森鹿島遺跡では、4 点中 1 点に衝撃剝離痕跡がみられた。黒曜岩製の有樋尖

頭器の先端部の背面側に縦溝状剝離痕跡が生じている（図 2－1）。大和配水池内遺跡第Ⅵ文化層では、

12 点中 3 点に衝撃剝離痕跡がみられた。1 点目は、安山岩製の有樋尖頭器の先端部腹面側に樋状剝離

面を切って縦溝状剝離痕跡が生じている（図 2－2）。2 点目も、安山岩製の有樋尖頭器であり、先端部

背面側に縦溝状剝離痕跡が生じている。また、基部にはめくれるような折れが生じており、その末端

部はステップとなっている（図 2－3）。3 点目は、凝灰岩製の有樋尖頭器であり、先端部背面側に樋状

剝離面を切って縦溝状剝離痕跡が生じている（図 2－4）。 

 

3 有樋尖頭器の機能 

以上のように、衝撃剝離痕跡の存在から見て相模野台地の男女倉型有樋尖頭器のなかには狩猟具の

先端として機能したものが存在したと考えられる。また、沢田（2019）のしぐね遺跡の使用痕跡分析
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